
（1）利用目的
　セラミックスを焼結する場合、主成分以外に数種類の助剤を添加する場合がある。焼
結するとそれらの成分が反応して副生成物を生成される可能性がある。その副生成物の
成分を分析することを目的とする。
（2）実験方法
　全電子収量法を用いたX線吸収分光測定を実施した。
　　・Si-K端スペクトル測定
　　・Ca-L3,2端スペクトル測定
（3）実験結果
   Si-K端スペクトル測定では、試料No.5に微細構造が確認された。信号強度が小さいス
ペクトルに関しては十分な考察はできないが、参照試料のSiO2、CaSiO3、Mg2SiO4と異
なる構造である可能性が高い。
　Ca-L3,2端スペクトル測定では、吸収端のエネルギー位置がNo.4、No.5、No.6と参照
試料の CaSiO3、 CaCO3で異なっていることが観察された。No.4、No.5、No.6のCaの局
所構造は類似しており、参照試料2種類とは異なる構造と推察される。
（4）成果の波及効果、今後の見通し
　特徴ある先進的な焼結プロセスを開発し、従来製法に無い高精度でコストパフォーマ
ンスに優れたファインセラミックス製品の供給のために、本分析が利用できることがわ
かった。
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利用成果の概要
　全電子収量法を用いたX線吸収分光測定を実施。
　　・Si-K端スペクトル測定
　　・Ca-L3,2端スペクトル測定
　いずれのスペクトル測定においても、焼結体試料と参照試料とは異なる構
造であると推察された。
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図面等
　図1　Si-K端XANESスペクトル
　図2　Ca-L3,2端領域の試料電流スペクトル（θ=90°）
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